
直接納入

新規業務として始まった要介護認定情報等の厚生労働省への提出の流れ

新宿区
国保連

国保中央会 厚生労働省

伝送通信ソフト専用端末

専用通信回線

国保連システム

ISDN

認定ソフト専用端末

認定ソフトで対象データ
を加工（数字の羅列の
みの情報にする）し、電
磁媒体（CD-R）で伝送
通信ソフト専用端末に加
工情報を移行する。

きょう

全国の国保連の情報を専用サーバーに集約。対象データは保存しない。

共同運用センター
※国保連・国保中央会が使用する共通ネットワークシステムの運用を行う法人

共通ネットワーク

対象データのうち、被
保険者番号を国保連シ
ステムで自動マスキン
グし、送信する。対象
データは保存しない。

共同運用センターの専
用サーバーから対象
データを抽出し、暗号
化機能付き外付けHDD
へ出力。対象データは
保存しない。 介護保険総合DBに格納

健康長寿社会の実現に
向けた保健・医療・介護
関連システムの連携強
化と地域包括ケアシステ
ムの構築に向けて、デー
タを集約する。データは、
国民・自治体にとって有
益な情報となるよう活用
する。

（資料39- ３）
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